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西名 諒平（大学院保健福祉学研究科兼務） 
 

2 学術論文 

1) 増田真也, 岩田真幸, 西名諒平, 清水称喜, 中田諭, 村山有利子, 西川菜央, 辻尾有利

子, 戈木クレイグヒル滋子．(2022)．テキストマイニングによる集中治療室入室児の親

の不安の検討. Journal of Health Psychology Research, 35(1), 43-52. 

2) 水戸優子，間瀬由記，渡邉惠，安藤里恵，佐々木杏子，⾧島俊輔，森朱輝，細谷陽，星美

鈴，加藤木真史，土井英子，黒河内仙奈，西名諒平，川名るり，谷口千絵，宮芝智子. (2022). 

新型コロナウイルス感染症の影響に係る大学基盤型新人看護職員卒前・卒後フォローア

ップ研修の実施報告－2 年目の取り組み―. 神奈川県立保健福祉大学誌，20(1)，23-34. 

 

5 社会貢献 

1) 慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科 博士前期課程「質的研究法」非常勤講師， 

2022.4.1～2022.9.30. 

2) ヒューマンサービス公開講座 企画運営，2022.5.21, 2022.10.22. 

3) 神奈川県立こども医療センター エキスパートナースコース 研究支援，2022.10.27, 

2022.11.10, 2023.2.7. 

4) 神奈川県立追浜高等学校 探究活動 インタビュー調査協力，2023.1.16. 

5) Khon Kaen University とのオンラインカンファレンスの企画運営補助，2023.1.18. 

 

7 学会等での活動 

1) 西名諒平，戈木クレイグヒル滋子. (2022). 看取りへの後押し-PICU で子どもを亡くす両

親への働きかけ. 第 29 回小児集中治療ワークショップ抄録集，156. 

2) 西名諒平, 戈木クレイグヒル滋子. (2022). 質的アプローチの多様性への理解をひろげる

-「生きづらさ」をめぐるデータ分析から- グラウンデッド・セオリー・アプローチによ

る検討. 日本質的心理学会第 19 回大会プログラム抄録集，16-17． 

 

8  学内教育活動 

1) 学部 

小児看護学Ⅰ，小児看護学Ⅱ，小児看護学実習，統合実習（小児看護学領域），卒業研究, 

Problem-based Leanrning． 

 

9  学内各種委員会活動 

1) 看護学科実習委員会, 委員, 2022.4.1～2023.3.31. 

2) 看護学科設備・備品委員会, 委員, 2022.4.1～2023.3.31. 

3) 学部入試委員会 オープンキャンパス委員会, 委員, 2022.4.1～2023.3.31. 

4) 研究委員会 動物実験専門部会, 委員, 2022.4.1～2023.3.31. 

5) 地域貢献研究センター 地域貢献部門, 委員, 2022.4.1～2023.3.31. 

 

10 科学研究費補助金，その他の補助金などの受託 

1) 戈木クレイグヒル滋子（研究代表者），西名諒平．PICU で終末期を迎えた子どもの両親
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への情報提供と end-of-life ケア．学術研究助成基金助成金 基盤研究（C），4290 千円，

2020.4.1～2023.3.31．  


